平成19年度室内環境学会総会・研究発表会行事
1.特別シンポジウム　　　　日時：12月１日（土）13:40～16:40

　　　　　　　　　　　　　場所：A会場（1号館地下1階　大講義室）

2.研究発表会(ポスター) 　 日時：12月1日（土）10:00～12:00

　　　　　　　　　　　　　場所：A会場（1号館地下1階　大講義室）

                     　　 ポスター展示場所：1号館2階レクリエーション室2

　

研究発表会(口頭)　　　　日時：12月2日（日）9:00～17:00

　　　　　　　　　　　　　場所：A会場（1号館地下1階　大講義室）

                    　　　　　　B会場（1号館地下1階　階段教室3）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
3.平成19年度総会　　　　 日時：12月1日（土）13:00～13:40

　　　　　　　　　　　　　場所：A会場（1号館地下1階　大講義室）

                     　　 

4.自由集会　　　　　　　　日時：12月2日（日）16:30～18:30

　　　　　　　　　　　　　場所：B会場（1号館地下1階　階段教室3）
テーマ：「医療施設と微生物」
5.機器展示　　　　　　　　日時：12月1日（土）10:00～16:30
　　　　　　　　　　　　　　　　12月2日（日）10:00～16:00

　　　　　　　　　　　　　ポスター展示場所：1号館2階レクリエーション室2

6.懇親会　　　　　　　　　日時：12月1日（土）18:00～

　　　　　　　　　　　　　場所：仙台ホテル　会費5,000円 

総会・研究発表会参加者へのご連絡

1. 受　付

　　・12月1日午前9時00分より、地下1階B会場前にて受付を行います。参加票に所定の事項を記入の上、提出してください。
　　・参加費は会員5,000円、非会員8,000円です。予稿集代は参加費に含まれています。

2. 演　者

　　・口頭発表は講演10分、討論5分の計15分です。発表は原則としてパワ　　

　　ーポイントで行います。午前中のセッションの発表者は1日16:00まで、　　

　　午後の発表者は2日12:00までに、発表用のファイルを受付備え付けのパソコンにコピーを済ませ、動作を確認ください。 

・ポスター発表についても、1日10:00からA会場にて3分間の講演を行いますのでご用意ください。討論時間はありません。発表者は当日9:45までに、発表用のファイルを受付備え付けのパソコンにコピーを済ませ、動作を確認ください。講演にはOHPまたはパワーポイント（3枚以内）が使用できます。操作は各自でお願いいたします。ポスター掲示は、1日午前中に行ってください。ポスター用のパネルの大きさは横90cm×縦180cm×1枚です。

東北文化学園大学　会場案内

住所：〒981-8551　宮城県仙台市青葉区国見6-45-1

電話：022-233-3330(代表)　022-233-5054（事務局直通）

東北文化学園大学へのアクセス

JR仙台駅から

●JR利用の場合（仙台駅乗車）

JR仙山線、所要時間約15分、国見駅下車徒歩3分、料金は190円です。

快速、普通共に停車致します。仙台駅7・8番線からの発車です。

●仙台市営バス利用の場合（仙台駅前乗車）

仙台駅西口バスプールの15番停留所から

「南吉成・国見ケ丘一丁目行き」か「南吉成・中山台・実沢(営)行き」に乗車、

「東北文化学園大学前」で下車します。所要時間は30分、料金は290円です。

JR、市営バスの時刻表は下記のリンク先をご参照ください。http://www.tbgu.ac.jp/access.html

[image: image1]
【自由集会プログラム】
自由集会テーマ：　「医療施設と微生物」

日時：　12月2日（日）16:30~18:30

場所：　東北学園大学A会場（1号館地下一階 大講義室）

プログラム：

16:30~16:35
開会挨拶・趣旨説明

阿部　恵子（環境生物学研究所）

16:35~17:00
「わが国の医療機関における院内感染対策の現状」

須山　祐之（東京歯科大学）

17:00~17:25
「病院内環境調査　－化学物質と細菌について－」

松木　秀明（東海大学）

17:25~17:50
「病院施設と微生物」

柳　宇（国立保健医療科学院）

17:50~18:15
「病院における空調システムメンテナンス」

清水　晋（日本ウイントン株式会社）

18:15~18:30
自由討論

座長・司会：　阿部　恵子

【研究発表プログラム】
ポスター発表(12月1日　10:00～12:00 A会場(1号館地下一階　大講義室)

座長　岡部大達、鈴木義浩　
P-01　光照射下における銀イオンの除菌メカニズムの解析

○笹部　茂、桶田岳見、西田博史、何　金山、守屋好文

松下電器産業(株)　松下ホームアプライアンス社　

P-02　室内化学物質汚染と居住者の症状に関する研究

○久米一成1)、堀池利行1)、本間信行1)、山下晶平1)、雨谷敬史2)、大浦　健2)
1)静岡県環境衛生科学研究所、2)静岡県立大学

P-03　DNPH捕集管を用いた家庭用冷蔵庫内のアルデヒド・ケトン類の測定

○村田真一郎1)、関根嘉香1)、佛願道夫2)
1)東海大学理学部化学科、2)日立化成工業株式会社

P-04　ホルムアルデヒドの固相比色認識材料の開発
○津田佑子1）、関根嘉香2）、香取理沙2）
1)東海大学大学院理学研究化学専攻、2)東海大学理学部化学科

P-05　自然素材住宅におけるカビの実態調査

○瀬川　忍、田崎和江

金沢大学大学院自然科学研究科

P-06　パーミエーションチューブ法による低濃度スチレン標準蒸気 連続発生の検討

○青柳玲児、松延邦明

株式会社 ガステック

P-07　化学物質過敏症患者の気分状態、症状と化学物質曝露量の追跡調査

○立石早紀1)、中井里史1)、小沢学2）、松井孝子2)、宮田幹夫2)、坂部 貢2)3)
1)横浜国立大学大学院環境情報学府、2)北里研究所病院臨床環境医学センター、3)北里大学薬学部公衆衛生学

P-08　アスベスト高速定量分析に関する検討

○鈴木勝也1)、山口陽二1)、納谷則夫2)、戸田隆志2)、中山正雄2)
1)環境リサーチ株式会社、2)株式会社リガク

P-09　 DNPH誘導体化-HPLC法を用いたアルデヒド類測定における空気清浄機の影響

　　　○大貫　文、齋藤育江、矢口久美子、上原眞一

　　　東京都健康安全研究センター

P-10　ポストカラム蛍光誘導体化法による室内空気中のホルムアルデヒドの定量

-パッシブサンプリング法-

〇松村年郎1)、坊之下雅夫2)、佐藤泰世2)、礒崎昭徳3)、森田孝節3)、

伴野　玲3)、松延邦明4)、生田実香1)
1)東京顕微鏡院、2)日本分光(株)、3)日大理工、4)ガステック(株)

P-11　日用品等から放散する化学物質に関する調査－芳香・消臭剤、害虫防除用薬剤－

○田中礼子、北爪　稔、矢澤篤子、山口　正、日高利夫

1)横浜市衛生研究所、2)横浜市環境創造局

P-12　芳香成分を有する木質材料の開発

○秋津裕志、平間昭光、伊佐治信一、朝倉靖弘、鈴木昌樹

北海道立林産試験場
P-13　一家屋を対象とした竣工前からの室内環境継続測定

○中井里史1)、雨谷敬史2)、田村憲治3)
1)横浜国立大学、2)静岡県立大学、3)国立環境研究所

P-14　室内空気中のシロアリ駆除剤等農薬成分濃度に関する研究

○辻　清美1)、上村　仁1)、伏脇裕一1)、長谷川一夫1)、徳永裕司2)
1) 神奈川県衛生研究所、2) 国立医薬品食品衛生研究所

P-15　喫煙装置を用いて捕集されたたばこ煙中の水分分析

〇松本真理子1)、杉田和俊2)、中島大介3)、後藤純雄4)、小谷野道子1)、

遠藤　治1)、鈴木　元1)
1)国立保健医療科学院、2)ダイヤ分析センター、3)国立環境研究所、4)麻布大学

P-16　建材及び家庭用品からの揮発性有機化合物の放散に関する研究

- 超小形チャンバー　μCTE法による検討-

○神野透人、香川（田中）聡子、徳永裕司

国立医薬品食品衛生研究所

P-17　ハンドスプレー式家庭用品の放散試験　

- ダイナミックヘッドスペース-GC/MS法による検討 –
○香川(田中)聡子、神野透人、徳永裕司

1)国立医薬品食品衛生研究所

P-18　HPLCによる室内空気中アルデヒド類分析の効率と環境負荷

○笈川大介1)、濱田次雄1)、関根嘉香2)
1)株式会社ピー･シー･エル、2)東海大学理学部化学科

P-19　シックスクールで検出された未規制化学物質
（1-メチル2-ピロリドン及びテキサノール）濃度の推移と発生源について

○小林　智、高橋哲夫、武内伸治、小島弘幸、神　和夫

北海道立衛生研究所

P-20　空調機における微生物の実態調査

○矢田　修1)、印南幸夫1)、川上裕司2)、寺田　厚3)、菅又昌実4)
1)日立アプライアンス株式会社、2)株式会社エフシージー総合研究所、

3)日本獣医生命科学大学、4)首都大学東京

P-21　喫煙装置を用いて捕集されたたばこ煙中多環芳香族炭化水素の分析

○杉田和俊1)、小谷野道子2)、松本真理子2)、中島大介3)、後藤純雄4)、

緒方裕光2)、遠藤治2)、鈴木元2)

1)ダイヤ分析センター、2)国立保健医療科学院、3)国立環境研究所、4)麻布大学

P-22　エルゴステロールの大量注入GC/MS分析による室内外の真菌類濃度推定

陰地義樹1)、武田耕三1)、寺田宗玄1)、芳賀敏実1)、○中島大介2)、

影山志保2)、白石不二雄2)、高鳥浩介3)、後藤純雄4)
1)奈良県保環研、2)国立環境研究所、3)国立医薬品食品衛生研究所、4)麻布大学

P-23　パッシブ法による大気中スチレン測定の検討
(トルエン脱着時のサンプリングレートについて)

○平野純子1)、小谷野道子2）、鈴木義浩1)、斎藤恒男1)、小山博巳1)
1)柴田科学(株)、2)国立保健医療科学院

P-24　ガラス、ステンレス、アルミの板を使った長期間の空中落下菌調査法

○齊藤　智、呂　俊民

(株)竹中工務店

P-25　26軒の住宅3部屋における換気量の日変動と季節変動

○篠原直秀1)、片岡敏行2)、高峰浩一2)、中村利美2)、本橋勝紀2)、

西島宏和3)、佛願道男4)、蒲生昌志1)
1)産業技術総合研究所、2)化学物質評価研究機構、

3)シグマアルドリッチジャパン、4) 日立化成工業

P-26　カビ発育を用いて測定したカビ指数と温湿度から推定したカビ指数の比較

○阿部恵子1)、川上裕司2)、濱野卓也3)、今井裕一4)、磯　建一3)
1)環境生物学研究所、2)(株)エフシージー総合研究所、 3)日本国土開発(株)、

4)日本リビング(株)

分科会報告

SUB_1 化学物質分科会報告
○松村年郎1)、今中努志2)、大塚健次3)、瀬戸口康弘4)、河口智博4)、
森田孝節5)、伴野　玲5)、生田実香1)、千代田守弘1)、平野純子6)、
熊谷一清7)
1)東京顕微鏡院、2)ジーエルサイエンス(株)、3)JFEテクノリサーチ(株)、                      4)フィガロ技研(株)、5)日大理工、6)柴田科学、7)東京大学
口頭発表(12月2日　9:00～11:45 A会場(1号館地下一階　大講義室)
座長　篠原　直秀　　　（9:00～10:00）
A-01　室内環境中における準揮発性有機化合物の存在状態に関する研究
○メリキザット1）・アブラト、堀　雅宏2）
1）横浜国立大学、2）横浜国立大学

A-02　全量気化型ガス発生装置を用いた多分岐ガス供給システムの開発に関する研究

野﨑淳夫１)、○佐々木俊1)、一條佑介2)
1)東北文化学園大学大学院　健康社会システム研究科、 2)特定非営利活動法人　室内環境技術研究会

A-03　「固体電解質型CO2センサを用いた簡易濃度計の実用化」その２
○瀬戸口泰弘1)、岡  博之1)、河口智博1)、河野通泰2)、岡本繁雄3)、村松 學3)
1)フィガロ技研(株)、2)リオンテック（株）、3)(財)東京顕微鏡院

A-04　木材防腐剤（IPBC）の測定方法についての報告
○鈴木義浩1)、平野純子1)、小谷野道子2)、斎藤恒男1)、小山博巳1)

１)柴田科学(株)、2)国立保健医療科学院

座長　柳沢　幸雄　　　（10:00～10:45）
A-05　室内空気質の簡易測定法の開発（第12報）

室内化学物質モニタリングシステムの応用
○山口　一1)、冨岡一之（非会員）1)、大塚俊裕（非会員）1)、中山正樹2)、

真継常義2)

1)清水建設（株）、2)新コスモス電機（株）

A-06　チェンバー法，デシケーター法、PECS法によるホルムアルデヒド放散量測定

～その特徴と相関～

○大西允人1)、篠原直秀2)、梶原智寿1)、児玉健一1)、柳沢幸雄3)
　　　1)日本リビング株式会社、2)産業技術総合研究所、3)東京大学大学院
A-07　携帯型VOC測定機器による試験評価法の確立に関する研究

野﨑淳夫1)、○橋本康弘2)、佐々木俊3)、増田順亮4)

1)東北文化学園大学大学院、2)藍野住環境研究所、

3)特定非営利活動法人　室内環境技術研究会、４)アビリット株式会社

座長　松木　秀明　（10:45～11:45）

A-08　マイナス電荷の空気環境と精神-神経-内分泌-免疫統合系応答３

～２週間滞在型試験の解析～

○大槻剛巳1)、高橋一聡 (非会員) 2)、間瀬昭則2)、白濵毅(非会員)3)、

吉松道晴(非会員)3)、松島弘樹(非会員)4)、河戸　隆(非会員)2)、小谷宗男(非会員)2)、森本兼曩(非会員)4)
1)川崎医科大学・衛生学、2)積水ハウス株式会社・総合住宅研究所、

3)アーテック工房株式会社、4)大阪大学・医学研究科・社会環境医学講座　

A-09　シックハウス調査プログラム－患者の自立支援－

○瀬川　忍、新田美代子

金沢大学

A-10　酸化タンタル電極によるアセトアルデヒドの分解

○関根寛直(非会員)、鈴木大輔, 中田祐志(非会員)、栗原千佳子(非会員)、

金田和博(非会員)、池松峰男(非会員)、黒河圭子、井関正博(非会員)
三洋電機(株)　研究開発本部

A-11　超微細粒子の噴霧による室内空間の殺菌効果

松本三智代1)、○山村信男1)、松原昌枝1)、川上裕司2)
1)日本室内予防環境協会(内閣府認証特非団体)、

2)㈱エフシージー総合研究所環境科学研究室

口頭発表(12月２日　9:00～11:45 B会場(1号館地下一階　第3階段教室)
座長　鍵　直樹　　　　（9:00～10:00）
B-01　居住者の在室時間を考慮した化学物質濃度の健康への影響に関する統計的解析
○吉田真理子1)、吉野　博1)、中村安季1)、池田耕一2)、野﨑淳夫3)、角田和彦4)、
北條祥子5)、吉野秀明6)、長谷川兼一7)、天野健太郎8)、石川　哲9)

1)東北大学大学院工学研究科、2)国立保健医療科学院建築衛生部、

3)東北文化学園大学大学院健康社会システム研究科、

4)かくたこども&アレルギークリニック、5)尚絅学院大学生活環境学科、

6)東スリーエス株式会社、7)秋田県立大学システム科学技術学部、

8)株式会社竹中工務店、9)北里研究所病院臨床環境医学センター

B-02　住宅における居住環境と居住者の健康に関する調査研究
○中村安季1)、吉野　博1)、吉田真理子1)、池田耕一2)、野﨑淳夫3)、角田和彦4)、
北條祥子5)、吉野秀明6)、天野健太郎7)、石川　哲8)

1)東北大学大学院工学研究科、2)国立保健医療科学院建築衛生部、

3)東北文化学園大学大学院健康社会システム研究科、

4)かくたこども&アレルギークリニック、5)尚絅学院大学生活環境学科、

6)東スリーエス株式会社、7)竹中工務店、

8)北里研究所病院臨床環境医学センター

B-03　標準住宅モデルにおけるパッシブ吸着建材の室内化学物質濃度低減効果に関する数値解析
○竹内健一郎1)、加藤信介2)、徐　長厚1)、千野聡子3)

1）東京大学、2)東京大学生産技術研究所、3)吉野石膏（株）

B-04　教室内におけるVOCs部分発生量について
○岡部大達1)、岡本繁雄1)、箭内慎吾1)、山賀健治1)、真方規行1)、松村年郎1)、

山縣文夫1)、　村松　學1)、西　登貴世2)

1)財団法人東京顕微鏡院、2）社団法人沖縄県薬剤師会

座長　野﨑　淳夫　　　（10:10～11:00）
B-05　住宅室内のテトラデカン発生源調査

○斎藤育江、大貫　文、多田宇宏(非会員)、福田雅夫(非会員)、矢口久美子(非会員)、上原眞一(非会員)

東京都健康安全研究センター環境保健部

B-06　事務所ビルにおける化学物質の実態調査及びその特徴

○鍵　直樹1)、柳　宇1)、西村直也2)、齋藤秀樹3)、齋藤敬子3)、鎌倉良太3)
1)国立保健医療科学院、2)芝浦工業大学、3)(財)ビル管理教育センター

B-07　日本の住宅における室内空気中ホルムアルデヒド濃度分布の推計
○鈴木一寿

　　　産業技術総合研究所

B-08　正負イオンを用いた除菌メカニズムおよび実環境における効能評価

○八木久晴、西川和男

　　　シャープ株式会社　電化システム事業本部　電化商品開発センター

座長　池田　耕一　　　（11:00～11:45）

A-12　化学物質過敏症患者の生活状態－看護相談室に寄せられた愁訴の調査－

○今井奈妙1)、辻川真弓1)、本田育美1)、今井義治2)
1)三重大学医学部看護学科、2)三重大学大学院工学研究科

A-13　問題住宅のホルムアルデヒド放散源の特定と抜本対策の効果の検証

○今井義治1)、今井奈妙2)、今井安男(非会員)3)
1)三重大学大学院工学研究科、2)三重大学医学部看護学科、3)今井医院

A-14　スギ材を介したアセトアルデヒドの生成

―酵素反応の検証実験―

○黒崎陽介1)、熊谷一清1)、 野口美由貴1)、山本尚理2)、水越厚史3)、柳沢幸雄1)
1)東京大学大学院新領域創成科学研究科、2)東海大学健康科学部看護学科、

3)東京都立産業技術研究センター
口頭発表(12月2日　13:15～17:30 A会場(1号館地下一階　大講義室)
座長　柳　宇　　（13:15～14:15）
A-15　DNA解析を用いた空中真菌の検出

○山本尚理1), 2)、松坂恭成3)(非会員)、木村　穣3)(非会員)、井川誠司4)、
佐藤勇樹4)、小山博巳4)、新関　満4)、松木秀明1)、柳沢幸雄5)
1)東海大学健康科学部、2)日本学術振興会特別研究員PD、3)東海大学医学部、
4)柴田科学株式会社、5)東京大学大学院新領域創成科学研究科
A-16　室内外のスギ花粉飛散量について～年間空調ビルと自然換気の学校～

○岡部大達、田中俊昭、岸野信子、井上優美子、吉田　稔、岡本繁雄　

東京都学校薬剤師会（学校環境衛生委員会）

A-17　美術館におけるカビ汚染の実態調査

○川上裕司

(株)エフシージー総合研究所　環境科学研究室
A-18　口腔インプラント治療での歯科用空気洗浄ユニットによる空気清浄度の検討
　　　○須山祐之1)、高久　悟2)
1)東京歯科大学衛生学講座、2)東京歯科大学衛生学講座
座長　橋本　康弘　　　（16:00～17:30）

A-19　家電製品における発生化学物質の実態解明に関する研究（その２）
-テレビの化学物質発生量-

野﨑淳夫1)、○成田泰章2)
1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、

2)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会
A-20　住設機器から発生する化学物質による室内空気汚染の実態把握に関する研究
野﨑淳夫1)、小椋利文2)、○横山英智1)、橋本康弘3)
1)東北文化学園大学大学院　健康社会システム研究科、

2)財団法人住宅リフォーム・紛争処理支援センター、

3)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会
A-21　雑誌の化学物質発生に関する研究

野﨑淳夫1)、○福島靖弘1)、福田 豊2)、成田泰章3)
1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、2)東北文化学園大学、

3)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会

A-22　教材教具による教室内空気汚染と濃度予測法の開発に関する研究(その３)

－教科書の化学物質発生量－

野﨑淳夫1)、○福田豊2)、福島靖弘1)、成田泰章3)
1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、2)東北文化学園大学、

3)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会
A-23　住宅設備機器に使用する施工剤からの化学物質発生に関する研究
野﨑淳夫1)、○鈴木昭人2)、杉山紀幸2)、橋本康弘3)
1)東北文化学園大学大学院、2)株式会社INAX　分析評価センター、

3)藍野住環境研究所

A-24　リフォーム時の化学物質放散再現手法の提案(その1)
○野﨑淳夫1)、山下祐希2)、小椋利文3)、林 基哉4)、大澤元毅5)
1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、

2)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会、

3)財団法人 住宅リフォーム・紛争処理支援センター、4)宮城学院女子大学、

5)独立行政法人 建築研究所

口頭発表(12月2日　13:15～17:45 B会場(1号館地下一階　第3階段教室)
座長　松村　年郎　　　（13:15～14:15）

B-09　家庭用空気清浄機のガス状物質除去性能の実態と室内濃度予測に関する研究

野﨑淳夫1)、○一條佑介1)、篠塚雅也2)、香川謙吉3)、吉澤　晋4)
1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、

2)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会、3)ダイキン工業株式会社、

4)国立保健医療科学院

B-10　空気汚染対策製品による室内化学物質濃度の低減性に関する研究(その3）
-噴霧式空気汚染対策製品の化学物質発生抑制効果-

野﨑淳夫1)、○吉川　彩1)、橋本康弘2)、成田泰章3)、塚本康弘4)、鳥井浩助4)、

田中愛益4) 

1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、2)藍野住環境研究所、

3)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会、4)サンスター技研株式会社
B-11　封止塗料による化学物質放散抑制に関する研究（その１）

－備長炭塗料による検討－

○中村朝徳1)、大垣　敦(非会員)1)、小林　淳(非会員)1)、野崎淳夫2)
1)日本ペイント株式会社、2)東北文化学園大学大学院

B-12　封止塗料による化学物質放散抑制に関する研究（その2）
-化学物質抑制効果に関わる試験法の開発-
野﨑淳夫1)、○山下祐希1)、橋本康弘2)、中村朝徳3)、大垣　敦(非会員)3)

1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、
2)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会、3)日本ペイント株式会社
座長　山口　一　　　（14:15～15:15）
B-13　家庭用空気清浄機の化学物質除去性能の持続性に関する研究

野﨑淳夫1）、○篠塚雅也1）、一條佑介2）
1)東北文化学園大学大学院　健康社会システム研究科、

2)特定非営利活動法人　室内環境技術研究会
B-14　トイレ空間における臭気物質放散の再現と脱臭装置付トイレユニットにおける

臭気物質除去性能試験法の開発に関する研究
野﨑淳夫1)、○二科妃里1)、鈴木昭人2)、徳島俊吾 (非会員) 2)、杉山紀幸2)、橋本康弘3)、横山英智4)
1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、2)株式会社INAX、

3)藍野住環境研究所、4)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会
B-15　空気汚染対策製品による室内化学物質濃度の低減性に関する研究(その1)

-天然型消臭剤の室内ホルムアルデヒド除去性能-

野﨑淳夫1)、○櫻庭春毅2)、本多清朗2)、吉川　彩3)
1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、2)東北文化学園大学、

3)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会
B-16　空気汚染対策製品による室内化学物質濃度の低減性に関する研究(その2)

-天然型消臭剤の室内VOC除去性能-

野﨑淳夫1)、○本多清朗2)、櫻庭春毅2)、吉川　彩3)
1)東北文化学園大学大学院 健康社会システム研究科、2)東北文化学園大学、

3)特定非営利活動法人 室内環境技術研究会
座長　熊谷　一清　　　（15:15～16:15）

B-17　銀系酸化チタンコ－ト材による室内汚染物質の低減効果
○松木秀明1)、山本尚理2)、長谷川秀隆3)、横山公通4)
1)東海大学健康科学部・正会員、2)東海大学健康科学部・日本学術振興会　特別研究員PD・正会員、3)新潟青陵大学・正会員、4)神奈川県立保健福祉大学・正会員
B-18　高いホルムアルデヒド放散量を示す家具に対する放散量抑制の試み

○鈴木昌樹、秋津裕志、朝倉靖弘、石井誠(非会員)

北海道立林産試験場

B-19　冷水面を利用するカビ防止策

○阿部恵子

環境生物学研究所
B-20　居住環境における空中浮遊微生物とアレルゲン粒子の対策に関する研究

○柳　宇、鍵直樹、堀越玲子、池田耕一

国立保健医療科学院

座長　鈴木　昭人　　　（16:15～17:45）

B-21　小形チャンバー式連続ガス流通法による低濃度域におけるホルムアルデヒドの光触媒分解性能評価の精度検証

○林　奈美、内原有紀、野中辰夫
株式会社　住化分析センター

B-22　　住宅における臭気対策建材の需要と具体的な建材の性能に関する研究

○熊野康子1)、菅原玲子(非会員)2)、橋本佳奈子(非会員)3)、森本美喜子(非会員) 4）
1)フジタ建築技術統括部、2)同　技術センター、3)同　都市再生推進本部、

4)富士川建材工業 株式会社
B-23　店舗・事務所における揮発性有機化合物濃度調査

吉野秀明1)、○鈴木京子1)、遠藤慶子(非会員) 1)、石田　泉(非会員) 1)、

佐藤喜政(非会員) 2)
1)東スリーエス株式会社研究開発部、2)住宅事業部
B-24　シックハウス防除のための住宅開発(その２)

○吉野秀明1)、鈴木京子1)、山吹和佳 (非会員)1)、吉野　豪 (非会員) 1)、

佐藤喜政(非会員)2)
1)東スリーエス株式会社研究開発部、2)住宅事業部
B-25　カカオハスクの室内空気汚染物質除去効果とそのメカニズムの解明
○菊地寛、山下里恵、櫻川智史

静岡県工業技術研究所
B-26　空調方式による室内上部UVGI装置による殺菌効果の考察

　　　○成　旻起1)、加藤信介2)
　　　1)東京大学工学系研究科、2)東京大学生産技術研究所
【Scientific Program】
Poster Session (: December 1, 9:00～12:00)

Chairs　Hirotatsu Okabe, Yoshihiro Susuki
P-01　Analysis for sanitization mechanizm of Ag ion under UV irradiation
○Shigeru SASABE，Takemi OKETA, Hirofumi NISHIDA, Jinshan HE, 
Yoshifumi MORIYA

Home Appliance & Housing Electronics Research Laboratory Corporate Engineering Division,Matsushita Home Appliances Company Matsushita Electric Industrial Co.,Ltd.
P-02　Field Survey on Indoor Air Chemical Pollution and the symtom of the resident
○Kazunari KUME1), Toshiyuki HORIIKE1), Nobuyuki HONMA1), 
Shouhei YAMASHITA1), Takashi AMAGAI2), Takeshi OHURA2)
1) Shizuoka Institute of Environment and Hygiene, 2) University of Shizuoka
P-03　Measurement of carbonyl compounds in air of household refrigeratorｓ by DNPH-HPLC system
○Shinichiro MURATA1), Yoshika SEKINE1), Michio BUTSUGAN2)
1) School of Science, Tokai University, 2) Hitachi Chemical Co., Ltd.
P-04　Development of solid phase colorimetric reagent for detecting formaldehyde
○Yuko TSUDA 1), Yoshika SEKINE 2), Risa KATORI 1)
1) Graduate School of Science, Tokai University, 2) School of Science, Tokai University
P-05　Field survey on indoor fungi in a natural material house
○Shinobu SEGAWA, Kazue TAZAKI
Kanazawa University Graduate School of Natural Science & Technology
P-06　Continuous generation of Standard Styrene vapor with Permeation tube method
○Reiji AOYAGI, Kunitoshi MATSUNOBU
Gastec Corporation
P-07　A Follow-up study on mood states, symptoms and VOC personal exposure levels of multiple chemical sensitivity patients
○Saki TATEISHI1), Satoshi NAKAI1), Manabu OZAW）2), Takako MATSUI2), 
Mikio MIYA2), Kou SAKA2), 3)
1) Yokohama National University, 2) Division of Environmental Medical Center, Kitasato Institute Hospital, 3) Department of Public Health and Molecular 
Toxicology, Kitasato University School of Pharmaceutical Sciences
P-08　Effectiveness of the asbestos high speed quantitative analysis method
○Katsuya SUZUKI1), Yoji YAMAGUCHI1), Norio NAYA2), 
Takashi TODA2),Masao NAKAYAMA2)
1) Kankyo Research Corp, 2) Rigaku Corp

P-09　Influence of air cleaner on the measurement of aldehydes using HPLC as DNPH derivative
○Aya ONUKI, Ikue SAITO, Kumiko YAGUCHI and Shin-ichi UEHARA
Tokyo Metropolitan Institute of Public Health
P-10　The determination method of formaldehyde in indoor air using the post-column fluorescence derivatization method -passive sampling method-
○Toshiro MATSUMURA 1), Masao BOUNOSHITA 2), Yasuyo SATO2),

Akinori ISOZAKI3), Takatoki MORITA 3), Rei TOMONO 3), 
Toshiaki MATSUNOBU4),Mika IKUTA1)
1) Tokyo Kenbikyo-In Foundation, 2) JASCO Corporation, 3) Nihon University, 4) Gastec Corporation
P-11　Investigation about chemical substanceｓ radiating from daily necessities
○Reiko TANAKA1), Minoru KITAZUME1), Atsuko YAZAWA2), 
Tadashi YAMAGUCHI1), Toshio HIDAKA1)
1) Yokohama City Institute of Health, 

2) Yokohama City Environmental Planning Bureau

P-12　Development of wood material with aromatic compound
○Hiroshi AKITSU, Akimitu HIRAMA, Shinichi ISAJI, Nobuhiro ASAKURA, Masaki SUZUKI
Hokkaido Forest Products Institute
P-13　Measurement of indoor environments of a newly-built home before and after the completion
○Satoshi NAKAI1), Takashi AMAGAI2), Kenji TAMURA3)

1) Yokohama National University, 2) University of Shizuoka, 
3) National Institute for Environmental Studies
P-14　Research on concentration of termiticides (pesticide compounds) in indoor air
○Kiyomi TSUJI1), Hitoshi UEMURA1), Yuichi FUSHIWAKi1), 
Kazuo HASEGAWA1), Hiroshi TOKUNAGA 2)
1) Kanagawa Prefectural Institute of Public Health, 
2) National Institute of Health Sciences
P-15　Water content analysis in cigarette smoke with smoking machine
○Mariko MATSUMOTO1), Kazutoshi SUGITA2), Daisuke NAKAJIMA3),
 Sumio GOTO4), Michiko KOYANO1), Osamu ENDO1), Gen SUZUKI1)
1) National Institute of Public Health, 2) Dia Analysis Service Inc., 

3) National Institute for Environmental Studies, 4) Azabu University
P-16　Analysis of Volatile Organic Compounds Emitted from Household Products using Micro Chamber μCTE
○Hideto JINNO, Toshiko TANAKA‐KAGAWA, Hiroshi TOKUNAGA
National Institute of Health Sciences
P-17　Dynamic Headspace-GC/MS Analysis of Volatile Organic Compounds Emitted from Spray-Type Household Products
○Toshiko TANAKA-KAGAWA, Hideto JINNO, Hiroshi TOKUNAGA
National Institute of Health Sciences
P-18　Efficiency and environmental load in analysis of aldehydｓ in indoor air by HPLC
○Daisuke OIKAWA1), Tsugio HAMADA1), Yoshika SEKINE2)

1)PREVENTIVE CLINICAL LABORATORIES , Ltd, 

2)Department of Chemistry, School of Science, Tokai University
P-19　タイトルなし

○Satoshi Kobayashi,Tetsuo Takahashi, Shinji Takeuchi, Hiroyuki Kojima,  Kazuo Jin                                                           

Hokkaido Institute of Public Health
P-20　A survey of the nature of microorganisms in indoor air-conditioning Units
○Osamu YADA1), Yukio INNAMI1), Yuji KAWAKAMI2), Atushi TERADA3), Masami SUGAMATA4)
1) Hitachi Appliances, Inc., 2) FCG Research Institute, lnc., 
3) Nippon Veterinary and Life Science University, 
4)Tokyo Metropolitan University
P-21　PAH analysis in cigarette smoke with smoking machine
○Kazutoshi SUGITA1), Michiko KOYANO2), Mariko MATSUMOTO2), 
Daisuke NAKAJIMA3), Sumio GOTO4), Hiromitsu OGATA2), Osamu ENDO2), Gen SUZUKI2)
1) Dia Analysis Service Inc., 2) National Institute of Public Health, 
3) National Institute for Environmental Studies, 4) Azabu University
P-22　Estimation for fungal biomass of indoor and outdoor air by gas 
chromatography-mass spectrometric determination of ergosterol
Yosihiki ONJI1), Kouzo TAKEDA1), Muneharu TERADA1), Satomi HAGA1),        
○Daisuke NAKAJIMA2), Shiho KAGEYAMA2), Fujio SHIRAIHSI2), 
Kousuke TAKATORI3) and Sumio GOTO4)
1) Nara Prefectural Institute for Hygiene and Environment, 
2) National Institute for Environmental Studies, 3) National Institute of Health Sciences, 4) Azabu University
P-23 　The examination of atmosphere styrene measurement by the passive method. ( on the sampling rate in the toluene desorption ).
Junko HIRANO1), Michiko KOYANO2), Yoshihiro SUSUKI1), Tuneo SAITO1), 
Hiromi KOYAMA1)
1) Sibata.Sci.Tech.Ltd. , 2) National Institute of Public Health
P-24　Sedimentation sampling method for airborne microbes using glass, stainless, and aluminum plates
○Satoshi SAITOU, Toshitami RO

TAKENAKA Corporation
P-25　Daily and Seasonal Variability of Three-Zone Air Exchange Rates in 26 Japanese Houses
○Naohide SHINOHARA1), Toshiyuki KATAOKA2), Koichi TAKAMINE2),
 Toshiyoshi NAKAMURA2), Katsunori MOTOHASHI2）, Hirokazu NISHIJIMA3）, Michio BUTSUGAN4）, Masashi GAMO1）
1) National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, 

2) Chemicals Evaluation and Research Institute,

3) SIGMA-ALDRICH Japan K.K., 4)Hitachi Chemical Co., Ltd.
P-26　Comparison of a measured fungal index determined using fungal growth and a computed fungal Index based on temperature and relativehumidity
○Keiko ABE1), Yiji KAWAKAMI2), Takuya HANANO3), Yuichi IMAI4),
 　　　　 Kenichi ISO3)

1) Institute of Environmental Biology, 2) FCG Research Institute, Inc., 
3) JDC Co., Ltd., 4) Nippon Living, Co., Ltd.

Report from subcommittee

SUB_1　 The chemical substance subcommittee report
· Toshiro MATSUMURA1), Tsutoshi IMANAKA2), Kenji OHTUSKA3), 
Yasuhiro SETOGUCHI4), Tomohiro KAWAGUCHI4), Takatoki MORITA5), Rei TOMONO5), Mika IKUTA1), Morihiro CHIYODA1), Junko HIRANO6), Kazukiyo KUMAGAI7)
1) Tokyo Kenbikyo-In Foundation, 2) GL Science Inc., 3) JFE Techno-Resarch Co.Ltd.,  
4) Figaro Engineering Inc., 5) Nihon University, 6) Shibata Scientific Technology Ltd.,  
7) The University of Tokyo
Oral Session(Room A: December 1, 9:00～12:00)

Chair　Naohide Shinohara (9:00~10:00)

A-01　Research on State of Semi Volatile Organic Compounds on Indoor Environment
○MELIKIZAT・Ablat, Masahiro HORI

1) Yokohama National University,　2) Yokohama National University

A-02 A Study on the Multiple Gas Supplying System with All Solvents Vaporization-type Gas Generator 
Atsuo NOZAKI１), ○Shun SASAKI１), Yusuke ICHIJO2)
1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and environment sciences , 2) Indoor environmental technology research association

A-03　Practical use of portable indicator with solid electrolyte CO2 sensor(part2)
○Yasuhiro SETOGUCHI1), Hiroyuki OKA1), Tomohiro KAWAGUCHI1), 
Michiyasu KONO2),Sigeo OKAMOTO3),Satoru MURAMATSU3)
1) Figaro Engineering Inc., 2) Riontech Inc., 3) Tokyo Kenbikyo-in Fundation

A- 04　The report on measuring method of wood preservative (IPBC).
○Yoshihiro SUSUKI1), Jynko HIRANO1), Michiko KOYANO2), 
Tuneo SAITO1), Hiromi KOYAMA1)
1) Sibata.Sci.Tech.Ltd. , 2) National Institute of Public Health

Chair　Yukio Yanagisawa (10:00~10:45)
A-05　The Application of Semiconductor-based Sensor Capable of Measuring and Evaluating Indoor Air Quality. (Part 12) 
Evaluation of the TVOC Monitoring System
○Makoto YAMAGUCHI1), Kazuyuki TOMIOKA1), Toshihiro OSTUKA1), 
Masaki NAKAYAMA2) , Tsuneyoshi MATSUGU2)
1) Shimizu Corp., 2) New Cosmos Electric Co., Ltd

A-06　Formaldehyde emission measurement by chamber method, Deshicatar method, and PECS method　～The characteristic and correlation～
○Masato OHNISHI1), Naohide SHINOHARA2), Tomohisa KAJIWARA1), Keniti KODAMA1), Yukio YANAGISAWA3)

1) Nippon Living Co.,LTD,  2) National Institute of Advanced Industrial Science and Technology, Research Center for Chemical Risk Management, 
3)Institute of Environmental Studies, Graduated School of FrontierSciences, The University of Tokyo

A-07　A Study on the Establishment of Evaluation Method by Potable VOC　Analayzer
Atsuo NOZAKI1), ○Yasuhiro HASHIMOTO2) , Syun SASAKI3) 

1)Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and
environment sciences,2)The aino institute of life science, 
3)Non-profit organization for indoor environmental technology research
association, 4)Abilit corporation

Chair　Hideaki Matsuki (11:45~11:45)
A-08　Negatively-charged air circumstances and psycho – neuro-endocrino -  immunological rtesponces : Analysis of  two weeks stay experiment

○Takemi OTSUKI1）, Kazuaki TAKAHASHI2）, Akinori MASE2）, 
Takeshi SHIRAHAMA3）, Mitiharu YOSHIMATU3), Hiroki MATSUSHIMA4), 
Takashi KAWADO2）, Muneo KOTANI2）, Kanehisa Morimoto4）
1) Department of Hygiene, Kawasaki Medical School, 
2) Comprehensive Housing R&D Institute, Sekisui House Ltd., 
3) Atechcobo Co. Ltd. , 4) Department of Social and Environmental Medicine, Osaka University Graduate School of Medicine
A-09　Investigation program of Sick House 
-Support for self-reliance of the patient　-

○Segawa SHINOBU1),2), Michiyo NITTA1)
1) Environmental Allergen Investigation Society,
2) Kanazawa University Graduate School of Natural Science & Technology
A-10　Electrolytic Degradation of Acetaldehyde using TaOx Electrodes
○Hironobu SEKINE, Daisuke SUZUKI, Yuuji NAKATA, 
Chikako KURIHARA, Kazuhiro KANEDA, Mineo IKEMATSU, 
Keiko KUROKAWA, Masahiro ISEKI

SANYO Electric Co.,Ltd. R&D Headquarters.

A-11　Bacteria sterilization effect in the room by Ultra-minute particles spray
○Nobuo YAMAMURA1), Yuji KAWAKAMI2), Michiyo MATSUMOTO3),

Masae MATSUBARA4)
1) Japan indoor-preventive-environment Association,
2) FCG Research Institute,Inc.,

3) Japan indoor-preventive-environment Association, 

4) Japan indoor-preventive-environment Association

Oral Session(Room B: December 2, 9:00～11:45)

Chair　Naoki Kagi (9:00~10:00)
B-01　Statistical analysis about the influence on health of the chemical substance concentration　that considered a exposure time of the resident 
○Mariko YOSHIDA1),Hiroshi YOSHINO1),Aki　NAKAMURA1),
Koichi IKEDA2), Atsuo NOZAKI3, Kazuhiko KAKUTA4),Sachiko HOJO5), Hideaki YOSHINO6), Kenichi　HASEGAWA7),　Kentaro AMANO8)　and Satoshi ISHIKAWA9)
1) Tohoku University, 2) The National Institute of Public Health, 
3) Tohoku Bunka Gakuen University, 4) Kakuta Child & Allergy Clinic,
5) Shokei Gakuin College, 
6) Higashi Three-S Co.,LTD, 7) Takenaka corporation Ltd., 
8) Akita prefectural University, 9) Kitasato Institute Hospital
B-02　Field survey and Statistics analysis on IAQ, Building Performance and Occupant's Health  
○Aki NAKAMURA1),Hiroshi YOSHINO1),Mariko YOSHIDA1),
Koichi IKEDA2), Atsuo NOZAKI3), Kazuhiko KAKUTA4), Sachiko HOJO5), Hideaki YOSHINO6), Kentaro AMANO7)　and Satoshi ISHIKAWA8)

1) Graduate School of Engineering, Tohoku University, 
2) The National Institute of Public Health, Japan 
3) Tohoku Bunka Gakuen University, Japan, 
4) Kakuta Child & Allergy Clinic, 
5) Shokei Gakuin University, Japan, 6) Higashi Three-S Co.,LTD, Japan, 
7) Takenaka corporation, Japan, 8)Kitasato Institute Hospital, Japan

B-03　Numerical Analysis on Decreasing Effect of Pollutant Concentration with Absorptive Building Material in Standard House
○Kenichiro TAKEUCHI1), Shinsuke Kato2), Janghoo SEO1), Satoko Chino3)
1) University of Tokyo, 2) IIS, the University of Tokyo, 

3) Yoshino Gypsum Co., LTD.
B-04　Surveillance study on amount of VOCs of partial emission in classroom
○Hirotatsu OKABE1), Shigeo OKAMOTO1), 

Shingo YANAI1), KenjiYAMAGA1),

Noriyuki MAGATA1),, Toshirou MATSUMURA1), Fumio YAMAGATA1), 

Satoru MURAMATSU1), Tokiyo NISHI2)   
1) Tokyo Kenbikyouin Foundation, 2) Okinawa Pharmacist Society Corporate

Chair　Atsuo Nozaki (10:00~11:00)
B-05　Emission Source of Tetradecane in Residential Indoor Air
○Ikue SAITO, Aya ONUKI, Takahiro TADA, Masao　FUKUDA、
Kumiko YAGUCHI and Shin-ichi UEHARA
Tokyo Metropolitan Institute of Public Health
B-06　Actual Survey about Airborne Chemical Contaminants in Office Building
○Naoki KAGI1)，U YANAGI1)，Naoya NISHIMURA2)，Hideki SAITO3)，
Keiko SAITO3)，Ryota KAMAKURA3)

1) National Insitute of Public Health, 2) Shibaura Insitute of Technology, 
3) Building Manegement Education Center

B-07　Estimation of indoor formaldehyde concentration distribution in Japanese houses.
○Kazutoshi SUZUKI

National Institute of Advanced Industrial Science and Technology
B-08　Bactericidal Effects of Positively Negatively Charged Cluster Ions, and Evaluation of its Effect in Living Size Room
○Hisaharu YAGI, Kazuo NISHIKAWA
APPLIANCE SYSTEMS PRODUCT DEVELOPMENT CENTER, SHARP CORPORATIN
Oral Session(Room A: December 1, 11:00～11:45)
Chair　Kouichi Ikeda (11:00~11:45)
A-12　Living conditions of Self-reported Multiple Chemical Sensitivity Sufferers: Investigate the Complaints of Patients at Nursing Counseling Office
○Nami IMAI 1) , Mayumi TSUJIKAWA 2) ,Ikumi HONDA3),
 Yoshiharu IMAI4)
1) 2) 3) School of Nursing Faculty of Medicine, Mie University,
4) Division of Information Engineering, Graduate School of Engineering, 
Mie University

A-13　Specifing the Source of the Indoor Air Formaldehyde Conrtamination and Verifying the Effectiveness of the Radical Measures to Improve the Indoor Air Condition
○Yoshiharu IMAI 1) , Nami IMAI 2)
1) Division of Information Engineering, Graduate School of Engineering, 
Mie University,

2) School of Nursing Faculty of Medicine, Mie University

A-14　Acetaldehyde production in the sugi panel
 - the examination of the enzyme reaction -
○Yosuke KUROSAKI1), Kazukiyo KUMAGI1), Miyuki NOGUCHI1), 
Naomichi YAMAMOTO2), Atsushi MIZUKOSHI3), Yukio YANAGISAWA1)
1) Graduate School of Frontier Sciences, The University of Tokyo, 
2) Department of Nursing School of Health Sciences, Tokai University,
3) Tokyo Metropolitan Industrial Technology Rsearch Institute
Oral Session(Room A: December 1, 13:15～17:30) 

Chair　U Yanagi (13:15~14:15)
A-15　Detection of airborne fungi using DNA analysis
○Naomichi YAMAMOTO1, 2), Yasunari MATSUZAKA3), Minoru KIMURA3), 
Seiji IKAWA4), Yuki SATO4), Hiromi KOYAMA4), Mitsuru NIIZEKI4), 
Hideaki MATSUKI1), Yukio YANAGISAWA5)

1) School of Health Sciences, Tokai University, 2)JSPS Research Fellow PD, 3) School of Medicine, Tokai University, 4)Sibata Scientific Technology, Inc., 5) Graduate School of Frontier Sciences, University of Tokyo

A-16　The result on the number of cedar pollen indoor and outdoor 
～Fulltime air conditioned building and naturally ventilated schools～
Toshiaki TANAKA Nobuko Kishino Yumiko INOUE Minoru YOSHIDA     　　　　　　　　　　　 Shigeo OKAMOTO　○Hirotatsu OKABE

Tokyo school phamacist committee
A-17　A survey of fungal flora in museum
〇Yuji KAWAKAMI

Laboratory of Environmental Science, FCG Research Institute, Inc.

A-18　Research of a Provision for Iatrogenic Infection on Oral Implant Therapy Analytical Evaluation of Operative Air-purifying Unit
○Yuji SUYAMA1), Satoru TAKAKU2)
1) Department of Epidemiology and Public Health Tokyo Dental College

2) Department of Epidemiology and Public Health Tokyo Dental College
Chair　Yasuhiro Hashimoto (16:00~17:30)
A-19　Studies on the Chemical Substance Emissions of Home Appliances (Part 2)　The Emission Rates of Television
Atsuo NOZAKI1), ○Yasunori NARITA2)

1)Tohoku bunka gakuen university graduate school of health andenvironment sciences.
2) Indoor environmental technology research association
A-20　A Study on Indoor Air Pollution by Emission of Chemical Substances from Housing Equipments
Atsuo NOZAKI1), Toshifumi OGURA2), ○Hidetomo YOKOYAMA1), 

Yasuhiro HASHIMOTO3)
1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and
envirnment sciences, 2) Center for Housing Renovation and Dispute Settlement Support, 3) Indoor environmental technology research association
A- 21　A Study on the Chemical Substance Emission Rates of Magazines
Atsuo NOZAKI1), ○Yasuhiro FUKUSHIMA1), Yutaka FUKUDA2), 
Yasunori NARITA3)　
1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and
 environment sciences, 2) Tohoku bunka gakuen university, 3) Indoor environmental technology research association

A-22　Studies on the Classroom Air Pollution Caused by Educational Products and 

the Development of Concentration Prediction Method (Part 3)
-Emission Rates of Chemical Substances of Textbooks-
Atsuo NOZAKI1), ○Yutaka FUKUDA, 2) Yasuhiro FUKUSHIMA1), 
Yasunori NARITA3)
1) Graduate school of health and environmental sciences,Tohoku Bunka gakuen university, 2) Tohoku bunka gakuen university, 3）Non-profit organization indoor

A-23　A Study on the Emission of Chemical Substances from Sealing Materials used for Housing Equipment
Atsuo　NOZAKI1),○Akihito SUZUKI2), Noriyuki SUGIYAMA2), 
Yasuhiro HASHIMOTO3)
1) Graduate School of Health and environmental Sciences ,Tohoku Bunk agakuen Univ., 2) INAX Corporation , 3) The Aino Institute of Life Science
A-24　A Study on the Test Method for the Reproduction of Chemical Substance Emission Characteristics during the Reform Actions in Buildings
○Atsuo NOZAKI1), Yuuki YAMASHITA2), Toshufumi OGURA3),
Motoya HAYASHI4), Haruki OSAWA5)

1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and environment sciences, 2) Indoor environmental technology research association, 
3) Center for Housing Renovation and Dispute Settlement Support, 4) Miyagi Women’s College, 5) Building Research Institute
Oral Session(Room B: December 2, 13:15～17:45)

Chair　Toshiro Matsumura (13:15~14:15)
B-09　A Study on Gaseous Contaminants Removal Performance
of Room Air Cleaners and the Indoor Concentration Prediction
Atsuo NOZAKI1), ○Yusuke ICHIJO1), Masaya SHINOTSUKA 2), 
Kenkichi KAGAWA3), Susumu YOSHIZAWA 4)

1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health andenvironment sciences, 2) Indoor environmental technology research association, 3) Daikin industries, Ltd., 4) Doctoral research associate, National institute of public health

B-10　Studies on the Mitigation Technique of Chemical Substances by 
Countermeasure Products (Part 3)　-Characteristics on Reduction of  Chemical Substances Concentration Used by Spray-type Countermeasure Products-
Atsuo NOZAKI1), ○Aya KIKKAWA1), Yasuhiro HASHIMOTO2), 
Yuki YAMASHITA3)

1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and
environment sciences, 2) The aino institute of life science, 
3) Indoor environmental technology research association
B-11　Studies on the sealing effect of chemical substance emissions
by painting （Part 1） -Examination with the paint using Binchõtan-
○Tomonori NAKAMURA1)，Atsushi OOGAKI1)，Jyun KOBAYASHI1)，
Atsuo NOZAKI2)

１）NIPPON PAINT CO.,LTD.，2) Prof.,Tohoku Bunka Gakuen Univ.,Dr.Eng.

B-12　Studies on the Sealing Effects of Chemical Substance Emissions 
by Painting （Part 2）- A Study on Test Methods of Sealer Paints -                 
Atsuo NOZAKI1), ○Yuki YAMASHITA1), Yasuhiro HASHIMOTO2), 

Tomonori NAKAMURA3), Atsushi OGAKI3)

1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and environment sciences, 2) Indoor environmental technology research association, 3) NIPPON PAINT CO.,LTD.,
Chair　Makoto Yamaguchi (14:15~15:15)
B-13　A Study on the Durability of Chemical Substance Removal Performance on Room Air Cleaner
Atsuo NOZAKI1), ○Masaya SHINOTSUKA1), Yusuke ICHIJO2)
1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and environment sciences, 2) Indoor environmental technology research association
B-14　A Study on the Reproduction Method of Odorant Emission in the Toilet Space and  the Development of Evaluation Method on the Odorant Removal Performance of Ｔoilet Units

Atsuo NOZAKI1), ○Hisato NISHINA1), Noriyuki SUGIYAMA2), 
Akihito SUZUKI2), Yasuhiro HASHIMOTO3), Hidetomo YOKOYAMA4)
1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and environment sciences, 2) Research center for material analysis, INAX corporation, 
3) The Aino institute of life science, 

4) Indoor environmental technology research association

B-15　Studies on the Mitigation Technique of Chemical Substances
by Countermeasure Products (Part 1) -Reduction Characteristics
of Formaldehyde Concentration Caused by Natural Air Fresheners-
Atsuo NOZAKI1), ○Haruki SAKURABA2), Kiyoaki HONDA2), 
Aya KIKKAWA3)

1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and environment sciences, 2) Tohoku bunka gakuen university, 3)Indoor enviromental technology research association
B-16　Studies on the Mitigation Technique of Chemical Substances
by Countermeasure Products (Part 2)
-Reduction Characteristics of Indoor VOC Concentration Caused by Natural Air Fresheners-
Atsuo NOZAKI1), ○Kiyoaki HONDA2), Haruki SAKURABA2), 
Aya KIKKAWA3)

1) Tohoku bunka gakuen university graduate school of health and environment sciences, 2) Tohoku bunka gakuen university, 
3) Indoor environmental technology research association
Chair　Kazukiyo Kumagai (15:15~16:15)
B-17　Effects of indoor pollutant reduction using coating materials containing silver and titanium oxide.
○Hideaki MATSUKI 1), Naomichi YAMAMOTO 2), Hidetaka HASEGAWA3), 
Hiromichi YOKOYAMA 4)
1) Tokai University,　School of Health Sciences, 2) Tokai University,　School of Health Sciences & JSPS Reseach Fellow PD, 3) Niigata Seiryo University, 4) Kanagawa University of Human Services

B-18　A attempt of reduction of formaldehyde emission 
from high-emission furniture.
○Suzuki MASAKI, Hiroshi AKITSU, Nobuhiro ASAKURA, Makoto ISHII
Hokkaido Forest Products Research Institute

B-19　Countermeasure to fungal contamination using a surface of cool water
○Keiko ABE

Institute of Environmental Biology

B-20　The Measures against Airborne Particles Related to Microbe and Pet Allergen in a Dwelling
○U　YANAGI, Noki KAGI, Reiko HORIKOSHI, Koichi IKEDA

National　Institute　of Public Health

Chair　Akihito Suzuki (16:15~17:45)
B-21　Examination of the accuracy of the resolution performance test of the photocatalysts using the small chamber method in the low concentration level of formaldehyde
○Nami HAYASHI, Yuki UCHIHARA, Tatsuo NONAKA, Kimiaki TOMISHIMA

Sumika Chemical Analysis Service,Ltd.

B-22　A study  about effective usage of the bad smell resolution preformance finishing coat materials in a house
○Yasuko KUMANO 1), Reiko SUGAWARA 1), Kanako HASHIMATO 1), 
Mikiko MORIMOTO2)
B-23　Development of houses to prerent Sick-house（Part 2）
○Hideaki YOSHINO1)2),Kyoko SUZUKI1), Waka YAMABUKI1),

Go YOSHINO1),Yoshimasa SATO2)
1) HigashiThree-S CO.,LTD., 
2) Development Laboratory, Building Tecnologies

B-24　Investigation of air pollution in various Shop or Office Development 
of houses to prerent Sick-house（Part2）

○Hideaki YOSHINO1), Kyouko SUZUKI1) , Keiko ENDO, Izumi ISHIDA
HigashiThree-S CO.,LTD.Development Laboratory
B-25　The effect and the mechanism of cacao husks to remove indoor air pollutants
○Hiroshi KIKUCHI, Rie YAMASHITA, Satoshi SAKURAGAWA
Industrial Research Institute of Shizuoka Prefecture
B-26　A Study on the Gemicidal Efficiency of UR-UVGI System in accordance with Air Handling Types
○Minki SUNG1), Shinsuke KATO2)
1) University of Tokyo, 2) Institute of Industrial Science, University of Tokyo
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